
JASAüポート:

ソフト¶·ア駆動型社会への
変⾰と⽇本の競争戦略

〜 組込みソフト¶·ア業界の提⾔〜
⼈⽉か¹の脱却とSDxに¸る新価値創造へ

⽇本~製造業�1経済産業省|提唱する<PIVOT=戦略を踏~え1
国内市場{¹グローバル市場へ~展開を加速させ~す2こ~変⾰期

{zいて1⽇本~製造業z¸び組込�ソフト¶·ア開発ベンダー|

直⾯している3つ~根本的z課題とそ~解決策を提⾔し~す2

⼀般社団法⼈組込み·¹テム技術協会ÿJASAĀ
JASA改⾰プý¸·クト



本レポートの⽬的と読み⽅に
ついて

本üポーø�1JASA|作成す»従来~技術üポーøx�性質x⽬的を⼤}く異{し
vい~す2特定~技術要素を深く掘ºOrた詳細z技術⽂書w�zく1急速{変化す

»技術環境x市場動向を踏~え1組込�ソフø¶·²業界|今後進�y}⽅向性xビ

¸ネ¹ò÷û~変⾰{tいv提⾔す»も~wす2

SDxÿソフø¶·²駆動型社会Āx~移⾏x⽣成AI~台頭xいう歴史的転換点{zい
v1私たち�前例~zい変化{直⾯しvい~す2s~¸うz状況w�1完璧z分析x

確実z答えを待svいv�1変化~速度{取º残さ¼vし~い~す2本üポーø�

<完璧z地図を待t¸º1不完全wも羅針盤を持sv⼀歩を踏�出す=xいう考え⽅

{基u}1現時点w~最良~理解x仮説を提⽰し1業界全体w~議論x実践を促進す

»sxを⽬的xしvい~す2

SDx~ソフø¶·²開発x同様{1時間を{qv厳密w完全zも~を作ºNr»¸º
も1現段階w~気u}や⾒通しを仮説xしv提⽰し1業界全体w~議論x実践を促す

sxを優先しvい~す2いわ�1²¸ó´û的züポーøxしv位置uq¹¼~す2

s~²プýーチ{¸º1本üポーø�継続的{更新さ¼»⽣}た⽂書xしv1会員企業{¹~フ³ーùバ

ックや実践{¹得¹¼た知⾒を取º込�z|¹進化しvいく予定wす2



本レポートの位置づけ

⽇本~製造業|ソフø¶·²駆動型社会へ変⾰す»ため{�1政策{¹実践~w体系的z²プýーチ|不可⽋wす2本üýーø�1こ~変⾰~流¼を継承す»三t~Ý

要z提⾔~⼀twす2

第1段階: 経済産業省PIVOT<÷¸¿û経済üポーø=
⽇本~製造業{zけ»ソフø¶·²~戦略的Ý要性を提⽰2製品価値~源泉|ハーù¶·²{¹ソフø¶·

²へ移⾏し1ビ¸ネ¹モ÷û~根本的z転換|必要wあ»x⽰唆2

第2段階: IPA<½フø¶·アモÀナイ¼ー·ョン委員会üポーø=
2030年を転換点xし1AIを駆使したソフø¶·²開発{¸»労働集約型{¹~脱却を提唱2
組織‧⼈材‧技術‧制度~四t~観点{¹Software-Defined Society実現{向けた⽅向性を⽰
す2

第3段階: 本JASAüポーø
こ¼~w~提⾔を製造業向け組込�ソフø¶·²領域{特化2⾃動⾞1ýüö³

ク¹等~分Þw1ú²ûタ´ム性‧安全性‧信頼性{加え1SDxやAIxいsた新
たz技術的課題へ~具体的対応策を提⽰2
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序章:
ソフト¶·ア駆動型社会への
変⾰

⽇本~製造業�<ソフト¶·アw勝つ=こxが求め¹¼vおº1

SDxÿSoftware-Defined EverythingĀ戦略{¸»顧客起点~価値
創出へ~転換が不可⽋wす2SDxx⽣成AIxいう⼆重~⾰新軸{¸
º1組込�ソフト¶·ア開発�根本的z変⾰期を迎えvい~す2本

レポートw�1こ~変⾰{対応す»ため~3つ~根本的課題{つい
v詳述し~す2



<ソフト¶·アで勝つ=

製造業のSDx戦略＝顧客起点価値創出への変⾰
⽇本~製造業�ハーù¶·ア中⼼{¹ソフø¶·ア{¸»価値創出へx転換w1SDxÿSoftware-Defined 
EverythingĀ戦略²通xv顧客起点~継続的zサービ¹提供²⽬指y変⾰²⽬指さzけ¼�zº~せ³2

PIVOT~提⾔ÿソフø¶·アw
勝たzけれ�zらzいĀ

経済産業省~PIVOT戦略�1⽇本~製造業
|<ソフø¶·アw勝つ=こx~重要性²

明確{提⾔wvい~y2従来~ハーù¶·

ア中⼼~競争{¹脱却w1ソフø¶·ア{

¸»差別化²実現w~y2

そ~ため{�製造業w�SDxを
推進

ソフø¶·アw勝つため{1製造業{zい

vSoftware-Defined EverythingÿSDxĀ
²推進w~y2製品²ソフø¶·アw定義

w1継続的{アップ÷ーøw}»仕組�²

構築w~y2

SDxx�顧客起点~価値創出を
ソフø¶·アw実現ÿ従来~ビ
¸ネ¹モ÷ルから~変⾰Ā

SDx�単z»技術⾰新w�zく1顧客起点
~価値創出²ソフø¶·アw実現y»仕組

�wy2売º切º型{¹継続的サービ¹提

供型へ~根本的zビ¸ネ¹モ÷ル変⾰²⾏

い~y2



SDx × AI ― ⼆重の⾰新軸

⽇本の課題と変⾰の⽅向性

⽇本~ソフø¶·²開発�<⼈⽉ビ¸ネ¹=依存|SDx~⾼速開発x乖離しvいま
す2SDxx⽣成AI~融合�1労働集約型{¹知識集約型へ~転換を促し1製造業全体
~⽣産性構造を根本{¹変⾰し1競争優位を確⽴します2

SDx時代の開発と⽣
成AI

<継続的z価値提供=を

前提xす»SDx{�⾼速
開発|不可⽋wす2⽣成

AI|コーù‧ö¹ø⾃動
⽣成w開発を効率化し1

SDx推進~強⼒z推進⼒
xzºます2

製品機能を変⾰す
るAI技術
AI�÷³ープラーニング
w複雑z製品機能を実現

し1AI搭載製品�継続的
z学習x更新を要す»た

め必然的{SDx化さ¼ま
す2AI|製品価値を創出
し1SDx|そ~価値を提
供します2



本レポートで扱う3つの根本的な課題
こ~変⾰期{zいv1⽇本~製造業z¸び組込�ソフø¶·ア開発ベンダー�13つ~根本的z課題{直⾯しvい~
す2

SDx時代の開発変⾰
数週間{¹数⽇単位w~迅速zソフø¶·

アアップ÷ーøを実現2従来~開発⼿法{

¹~脱却|求め¹¼~す2ÿ第1章で詳述Ā

⽣成AIと開発の未来
⽣成AI~普及|組込�開発を根本{¹変
⾰2こ~変化へ~適応|重要wす2ÿ第2章
で詳述Ā

ビ¸ネ¹モデルの転換

労働集約型{¹価値提供型へ2ビ¸ネ¹モ

÷ル~根本的z変⾰|必要wす2ÿ第3章で
詳述Ā

こ¼¹~課題解決~ため{JASA|提供w}»価値を第4章w記述し~す2



第1章:
SDx時代の組込みソフト¶·ア
開発

Dx時代{おいv1組込�ソフト¶·ア開発�従来~延⻑線上w�不
⼗分wす2変化{強い<òðンzアーキテクñó={基uく<ソフ

ト¶·アプラットフォーム=~構築を推進し~す2



クローズドからオープンへ

組込�ソフø¶·ア開発�1⼀度出荷wた¹変化|難wい<クローºùシ¹テð={¹1OTAzyw機能|更新さ¼
»<ºープンシ¹テð=へx変⾰wvい~y2こ¼{¸º1市場ûーº{迅速{対応w1継続的{価値²提供w}~

y2

1

従来のクローºドシ¹テム

出荷後ほx³y変化{z1変化対応|困難z固定的zシ¹テðwy2

特徴と課題:

固定機能: 更新‧追加|困難

⾼コ¹ø: ハーù¶·ア依存wñンテúン¹{⼿間

対応遅¼: 市場変化{追随w}zい

例: 従来~家電1産業機器1旧世代⾞載シ¹テð

2

SDxのオープンシ¹テム
OTA²通xv機能|継続的{更新‧追加さ¼»シ¹テðwy2

特徴と利点:

継続的価値: 新機能‧改善²迅速提供

柔軟‧拡張性: API活⽤w統合容易

競争⼒向上: 迅速z改善サイクル

例: コネクテッù»ー1¹マーøホーð1IoTプラッøフ¹ーð



òジュラーアーキテクñóとòðン開発基盤

SDxプùóøõ¹ーĀ~実現{�1サーóス志向型~²ーキöクÁóÿSOAĀ{基u}1ºープンzAPIを提供し1そ~プù
óøõ¹ーĀxセóø{zsv構成さ¼»ôーûÁ·ーン{¸»開発環境~標準化1そしvそ~⼆t{¸svもた¹さ¼»

CI/CDを含�DevOpsプýセス|òÀンz組込�シスöĀ開発基盤xzº~す2

サービス指向アーキテクチャとコンポ
ーネント化

シスöĀを独⽴性~⾼いサーóスコンポー

ネンø{分割し1そ¼を²プúケーシ÷ン

´ン¿õ·ースxす»こxwSDxw重要
xz»ハーù¶·²‧ソõø¶·²分離x1

ºープンzAPIを実現し~す2特{1
ÿóシ÷ンクúö³»ûz組込�シスöĀ

w重要xz»ú²û¿´Ā性zyを担保w

}»ソõø¶·²õüーĀワークを導⼊す

»こx|重要xzº~す2

開発環境の標準化

開発環境x本番環境~差異を最⼩化す»こxw1

再現性~あ»開発プýセスを実現し~す2クù¶

ù環境w�コンöú技術|効果的wす|1組込�

シスöĀw�óûùシスöĀ~標準化やハーù¶

·²抽象化ü´ôー~活⽤{¸º1同様~⽬的を

達成w}~す2

CI/CDを軸とするDevOpsプロセス
ソõø¶·²~変更を⾃動的{óûù1öスø1

÷プý´す»こxw1úúースサ´クûを⼤幅{

短縮し~す2組込�シスöĀw�1⾃動化さ¼た

öûóøöスø1静的解析1HILöスø1安全認
証へ~適合性検証をCI/CD{組�込�こxw1品
質を維持しz|¹開発スôーùを向上させ~す2



⽣成AIによる開発プロセスの効率化
⽣成AI�1要件定義{らコー÷³ンÀ1öスø⽣成{⾄»まw1開発プロセ
ス~各段階を⾃動化‧⽀援す»こxw1効率を⼤幅{向上させます2

要件定義の⾃動化

⾃然⾔語w記述さ¼�要求を解析し1必要z機能~⼀覧やシスöム²ーキö¿チャ~

初期案を⽣成します2

コー÷ィン°⽀援

関数~仕様を説明す»�けw実装コーùを⽣成し1AI|⽣成し�初期案をベース{改
善を進±ます2

öスø±ース⽣成

関数~仕様{ら網羅的zöスøÁースを⾃動⽣成し1さら{そ~öスøコーù²⾃動

⽣成を実現します2



オープンシスöム‧÷ィペンダビリöィ

未知~課題{直⾯y»ºープンシ¹öðw�1従来~品質保証を超え1継続的z信頼性x適応性を重視y»÷³ペンðビリö³へ~転換|

不可⽋wy2

従来~品質保証~限界

SDx~¸うzºープンシ¹öðw�1全v~シúリ
ºを網羅y»ö¹ø�困難wy2従来~品質保証

�固定要件x既知~故障排除|中⼼w1未知~状

況へ~対応�不⼗分wy2そこw1継続的z信頼

性1安全性1可⽤性1保守性1»キュリö³を総

合的{捉え»<÷³ペンðビリö³=~概念を重

視し~y2

÷ィペンダビリöィと�

÷³ペンðビリö³x�>依存w}»性質?>頼º

{w}»こx?を意味し1そ~本質�動的w継続

的z²~wy2シ¹öð|常{変化し1未知~状

況{直⾯y»中w²1>こ~シ¹öð{依存w}

»?xいう状態を維持し~y2従来~品質や信頼

性|>正しく作¹¼vい»{?xいう製品~属性

を表y~{対し1÷³ペンðビリö³�>継続的

{頼º{w}»{?xいうサービ¹~性質を表し

~y2

÷ィペンダビリöィ~実現

ºープンシ¹öð{zけ»÷³ペンðビリö³実現

~た±1²プローñを<完全z予測x制御={¹

<継続的z監視x適応=へ転換し~y2~z1予測

可能z範囲xそ~境界条件を明確{定義し1そ~

範囲内w~動作を保証し~y2境界を超えた予期

{|事態{�1⾃⼰診断‧⾃⼰修復機能や継続的

z脅威検出‧対応zy~適応ñ»ûºðを組�込

�~y2従来~開発⼿法w�対応|困難zた±1

DEOSプロ»¹や国際規格IEC 62853xいった²プ
ローñ~活⽤|不可⽋wy2



⽇本独⾃の強み

⽇本�1各業界w厳格z国際標準{準拠した技術xシステム{より1グローバル市場w独⾃~競争⼒を発揮しvいます2

⾃動⾞業界

ISO 26262に準拠し�ソフト¶·ア開発プラットフォー
ムが構築されvおり1⾃動⾞業界向けのSDxプラットフ
ォームxしv強い競争⼒²持っvい~す2

医療機器業界

IEC 62304に準拠し�ソフト¶·アライフサイクルプロ
セス²組�込³�プラットフォームw差別化²図っvい

~す2

産業機械業界

ISO 10218に対応し�プラットフォームw1産業⽤ロボッ
トの安全規格に準拠し�システム²提供しvい~す2



継続的な価値創造のサイクル

IoT{¹AI1⽣成AI1CPS1OTA~w1先端技術|連携w1製品{継続的z進化x価値をもた¹y⾰新的zサイクûを実現w~y2

SDxプùッøフ¹ーĀによる
÷ータ収集

SDxプラóøフ¹ーĀ|API~利⽤を介wv·¹öĀ
~利⽤状況や必要z物理÷ータ~

収集を⾏い~y2

AIによる÷ータ解析
収集さ¼た÷ータ�機械学習モ÷û{¸sv解析さ

¼1製品~パフ¹ーþン¹改善や新機能開発~根拠x

z»インサイø|⽣成さ¼~y2

⽣成AIによる開発⽀援
解析結果{基u}1⽣成AI�ソフø¶·ア~コーù
を迅速{t効率的{⽣成‧修正を⾏い~y2

CPSによる·ÿュレー·ョン
⽣成さ¼たソフø¶·ア�CPS環境(÷¸タûôイン)
w·ÿュüー·ョンさ¼1そ~有効性や安全性|検

証‧調整さ¼~y2

OTAによる更新配信
検証済�~ソフø¶·アアóプ÷ーø�OTAを通xv
製品{遠隔w÷プýイさ¼1継続的z機能向上x価値

提供を実現w~y2

インöú¸·ンø‧アクチュ¸ー·ョ
ンÿEdge AI & ActuatorsĀ

物理空間w¸ó¸AI|アクチュ¸ータÿ機械Ā{指
令を出w~y2



第2章:
組込みAI開発の新たな潮流
⽣成AI~急速z進化を背景{1こ¼~w実現不可能xさ¼v}たヒ
ューマノイùロボッøや完全⾃動運転~¸うz複雑zシステムを現

実~も~xす»{�1⼀層~技術開発x取º組�を⾏い~す2組込

�ソフø¶·ア~市場|爆発的{拡⼤す»中w1そ~価値を最⼤限

{引}出し1さ¹{成⻑させvい}~す2



AIの活⽤度合いによる開発アプローチの進化
AI~活⽤度合い{¸sv1組込�ソフø¶·ア開発�1従来~厳格zアプローÁ{¹1¸º÷ー¿駆動型~アプローÁへx
進化wvい~y2こ~進化�13t~主要zñラÀイム{分け»こx|w}~y2

従来型開発(ルールベース)
厳格z検証プロセスx確⽴さ¼�認証体系{

⽀え¹¼�1決定論的アプローÁ{¸»安全

性x信頼性~確保を特徴xw~y2シスöム

~振»舞い�1⼈間|あ¹{x±定±�ルー

ル{基uいv予測可能wy2

AI⽀援型開発
⼈間xAI|協⼒wv開発を進±~y2⽣成AI
を活⽤wv1従来~ルールベース開発{zけ

»反復的z¿スクを効率化w~y2

統合AI活⽤型開発(エンド‧ツー‧
エンド)
öキスø1画像1⾳声1センサー÷ー¿z

y1多種多様z⼊⼒を統合的{処理y»1帰

納的なデータ駆動アプローチwy2⼤量~÷

ー¿{¹⾃律的{学習w1複雑z状況{zけ

»⾼度z判断を可能{w1òューマノイùロ

ボッøや完全⾃動運転zyを実現w~y2

こ¼¹3t~開発ñラÀイム�独⽴w�²~w�zく1互い{補完w合う関係{あº~y2最適zシスöムを構築y»{
�1}¼~¼~ñラÀイムを状況{応xv適切{組�合わせ»こx|重要wy2



制御⾰命：ルールベースからエ
ンド‧ツー‧エンドへ

組込�ソフø¶·ア開発{zけ»制御アプローチ�1⼈間~定義したルール{基uく

従来~⽅式{¹1AI|⼤量÷ータ{¹直接学習す»¸ンù‧ôー‧¸ンùへx進化し
vい~す2

ルールベース

¸ンジニア�状況を分析し1<もしAz
¹�Bをす»=xいうルールを定義し~
す2状況|限定さ¼vい»場合{�有

効wす|1状況~組�合わせ|爆発的

{増え»場合1こ~アプローチ�困難

{zº~す2

エンド‧ツー‧エンド

センサー~⽣÷ータを⼊⼒xしv1制

御出⼒を直接出⼒す»ニューラルネó

øワークを学習させ~す2⼈間|明⽰

的{ルールを定義す»こxzく1⼤量

~÷ータ{¹学習を⾏い~す2



組込みソフト¶·ア開発市場の変遷予測ÿグローバルĀ

s~Àラõ�12025年{¹2040年~w~組込�ソõø¶·ア開~市場{zq»主要zアプýーチ~予測さ¼»変遷を⽰しvい~す2従来型開~�2025年をôー¿{緩や{{減少傾向{あº1AI⽀援型開~�2025年{¹急成
⻑し12030年代後半wそ~勢い|ôー¿{達す»x予測さ¼~す2⼀⽅1統合AI活⽤型開~�2030年頃{¹市場{�場し12040年{向qv急速z成⻑を遂r1主要z開~⼿法xz»sx|⾒込~¼~す2具体的z市場規模
~数値�⾮公開wす|1øüンùxしvs¼¹~変化|予測さ¼~す2



ラストワンマイル戦略:⽇本~勝機
<ù¹øワンþ´û=x�1開発さ¼たAI基盤技術を1⼈命や社会´ンフùを⽀え»ú²ûz現場{実装‧統合す»最終プロセ¹を指し~す2クù¶ùw
訓練さ¼たAIò÷ûを1製造ロüッøや医療機器1⾃律移動·¹öĀxいった1安全性xú²ûタ´Ā性が厳しく求め¹¼»¸ッ¸÷Ā´¹Nw最適化‧
動作させ»こxwす2

÷ータセンター~¸うz理想的z環境x�異zº1現場w�通信遅延1電⼒制約1温度変化zy多様z課題があº1AI~知能xÿーù¶·²~⾝体を1組
込�技術固有~厳格z要求~Ow統合す»極めv困難z作業wす2

こ~困難z領域{挑む理由�三つあります。

市場の爆発的拡⼤

製造1物流1医療1建設1農業zy実世界産

業w~AI活⽤が本格化す¼�1フ³¸カûAI
市場�情報処理AI市場をN回»成⻑ýöン·
óûを秘めvい~す2

社会的課題の解決

深刻z労働⼒不⾜ÿ熟練⼯1ùù´Āー1看

護師zyĀ{直⾯す»⽇本{おいv1AIxロ
üö³ク¹統合{¸»課題解決�社会{計º

知¼zい価値を提供し~す2

⽇本の競争優位性

品質1安全性1信頼性を追求す»⽇本~製造

業�1ÿッ·ョンクúö³カûz環境w~·

¹öĀ統合1現場x~擦º合わせ1⻑期保守

サýーø{おいv強�を発揮2



⽇本の3つの構造的強み
⽇本|<ù¹øワンþ´û=w競争⼒を持つ理由xしv1AI~⺠主化|進�{つ¼1基盤モ÷û~
性能差�縮~º1競争軸�<社会実装~品質={移º~す2こ~x}⽇本{�1三つ~構造的強�

|あº~す2

1 現場最適化⼒と安全設計⽂化ÿ��し新パラダイムへの適応が必要Ā

製造業w培わ¼�現場理解xカ´¼ン⽂化�AI適⽤{有利2��し1こ¼¹�ûーûベー¹
開発~強�wあº1エンùôーエンùAI開発{�新�z品質保証‧安全確保⼿法~確⽴x1
新しいāùÀ´Ā{適応し�安全設計⽂化~構築|必要2

2 センサー‧制御‧組込み技術の深層的知⾒

ÿーùx½フø~協調設計w培わ¼�1AI推論をú²û¿´Ā制御{繋ぐ技術⼒2ÿú秒単
位~制御·¹öĀx»ンサー÷ー¿処理~統合経験�1AIエó¸実装~優位性2

3 品質保証と社会信頼ÿ新�な検証⼿法の確⽴が不可⽋Ā

ÿó·ョン¿úö³カû分野~実績x信頼性�強�2し{し1こ¼�ûーûベー¹~強�w

あº1エンùôーエンùAI{�新�z検証‧認証⼿法|不可⽋2⽇本�ÀローĀûAI基盤を
<安全{社会実装す»翻訳層=xしv価値を発揮w}1そ~定義を新āùÀ´Ā{適応させ

»必要|あ»2



AIエコシステムの主要プレイヤー
こ~困難�が巨⼤z機会を実現す»�め1AI駆動型産業~¸コシスöðが形成さ¼vい~す2こ~¸コシスöð{�1}¼~¼異z»役割x責任範
囲を持つ1主{四種類~プüイôーが存在し~す2

0プüイヤー11技術基盤プýバイダー
役割：AI開発‧実⾏~�め~汎⽤ôーû‧ÿーù¶·ア提供
ÿGPU1¿ù¶ù1APIĀ

戦略：⽔平分業w全産業{展開

責任：技術性能~保証~�ÿ最終製品~責任�負わzいĀ

例：NVIDIA1Google1OpenAI1Microsoft

0プüイヤー21ùメインAIプラッøフォーマー
役割：特定¿ス¿領域{特化し�AIÿ脳Ā~開発‧供給

戦略：膨⼤z÷ー¿収集x学習サイ¿û~構築

責任：AIò÷û~性能保証ÿ最終製品統合�他社Ā

例：Wayve Technologies1Physical Intelligence

0プüイヤー31AIプýダクøメーカー
役割：AIx製品を統合し1顧客{届け»最終製品~完成

戦略：ùñイン特化~深い理解x現場知識~活⽤

責任：最終製品~社会的‧法的責任を全v負う

例：⼤⼿⾃動⾞ñーカー1産業機器や医療機器~ÀýーĀûú

ーÀー1òõーマþイùýボóø~ス¿ーøアóプ1サーóス

ýボóøñーカー1特定~中⼩医療機器ñーカー1専⾨的z産

業機械ñーカー

0プüイヤー41垂直統合例外
役割：全üイôーを⾃社w垂直統合

戦略：ÿーù¶·アxソフø¶·ア~完璧z統合

責任：全⼯程~責任を⾃社w負う

例：TeslaÿDojo1FSDÁóプ1⾃動運転AI1⾞両OS1OTA1
充電網~w統合Ā



JASA会員ÿベンダーĀの戦略的ポ¸·ョン：
プレイヤー3を⽀える<成功請負⼈=
JASA会員ÿベンÀーĀ�1こ~¸コシスöムw以O~ようz⽀援を⾏い~す

技術統合⽀援

プüイヤー1‧2~最先端技術をプüイヤー3~製品
へ円滑{統合し~す2

安全なシスöム連携

AIx既存~制御シスöムを安全かつ堅牢{連携させ
~す2

アプリケーション開発

プùッøフ¹ームNw最適zAIアプúケーションを
開発‧実装し~す2

暗黙知の÷ータ化とAI最適化
現場~þウÿウを÷ー¿化し1AI~性能を最⼤限{
引き出し~す2

厳格な品質保証

徹底した検証プýセス{より1製品~品質x信頼性

を確保し~す2

JASA会員�1⼤⼿企業{�プùッøフ¹ーム設計やサプùイヤー統合を⽀援し1ス¿ーøアップや
中⼩企業{�効率的zAI組�込�x品質向Nを実践的{サポーøし~す2



⽣成AI⺠主化と組込み業界の未来
GPU依存{¹~脱却{¸º1資本⼒{依存しzい競争|ÿ能{zºttあº~す2DeepSeek~R1ò÷ûやSLM(Small Language Model)~Ā頭{¸º1組込�業
界{新たz事業機会|もた¹さ¼vい~す2

1

短期(現在〜2年)
クùウùAPI依存|継続2クùウùxエッ¸~ハ´öúッù構造を最適化

し1AI~恩恵を製品{取º込�こx|重要wす2

2

中期(2〜5年後)
SLM{¸»エッ¸AI実⽤化|本格化2特定⽤途{最適化さ¼た⼩型ò÷û

~開発|競争優位~源泉xzº~す2

3

⻑期(5〜10年後)
統合AI⺠主化|実現2ùñ´ン特化統合AI~⼩型化{¸º1真~<エッ¸õ

ァー¹ø=時代|到来し~す2

õ³¸カûAI~時代|幕を開けた今1私たち�単z»技術者w�zく1物理世界x÷¸タû世界を融合させ»新時代~創造者xしv1⼈類~未来を切º拓いv
いく使命を担svい»~wす2



第3章:
ベンダーの新たな道筋と変⾰

⽇本~ñーカー|SDxx~移⾏をyyv内製w完遂y»こx�極め
v困難wあº1組込�ソフø¶·ア開発ベンダーx~協業�O可⽋

wy2し{し1従来~⼈⽉{¸»労働⼒提供や1Pえ¹¼�仕様を

単{開発y»�け~労働集約型~ビ¸ネ¹ò÷ルw�1SDx時代{
求め¹¼»要件を満�{z1事業継続|困難{z»�め1変⾰を実

現し~y2



⼈⽉モデルが破綻する
2つの理由

1

継続的な価値開発との⾮互換性

⼈⽉モ÷ル�1あ¹{x±定義さ¼た固定的z¹コー÷x1そ¼{必要

z労働時間²前提xy»こx|1SDx時代{求±¹¼»継続的z価値開
発x真っ向{¹対⽴wまy2完成wた時点w役割²終え»<売º切º=

~発想w�zく1常{進化w続け»<サービ¹=²提供y»xいうSDx
~思想{即wたビ¸ネ¹モ÷ルへx変⾰wまy2

2

爆発的な⽣産性向上との´ンセンテ³ブの対⽴

⽣成AI~普及{¸º1ソõø¶·²開発~⽣産性�⾶躍的{向上させ»
こx|期待さ¼まy2w{w1⼈⽉モ÷ル�労働時間{直接報酬²紐u

け»た±1こ~¸うz効率化²推進y»´ンセンö³ö|働}ませ³2

⽣産性²⾼±v作業²短時間w終えたxwv²1ベンダー側~売上|減

少y»こx|zい¸う1新たz報酬体系²構築wまy2



ベンダーの2つの道
ベンðー�1共通SDxプラットフォーĀ~共同構築x1}~プラッ
トフォーĀを活⽤y»�め~⾼度zナüッ¸提供xいう2t~アプ
ýーñを通xv1製造業~変⾰を⽀援y»こx|w}~y2

共通SDxプラットフォームの
構築者

⽇本~製造業~基盤を⽀え»道2JASA
~各会員企業�1}¼~¼~専⾨領域

w培sv}�技術や知⾒を統合w1<安

全性=<信頼性=xいs�⽇本独⾃~強

�を体現y»⽇本製SDxプラットフォ
ーĀを共同w開発w~y2

⾼度なナレッジ提供者

個別企業~課題解決{深くコÿットy

»道2共通プラットフォーĀを活⽤y

»āーカー{対w1}~潜在能⼒を最

⼤限{引}出y�め~専⾨知識やþウ

ÿウを<ナüッ¸提供型サービ¹=x

wv提供w~y2



共通SDxプラットフォームの必要性
⽇本~製造業|Àローðû競争{打�勝t�め{�1共通SDxプùóøフ¹ーム~構築|不可⽋wす2こ¼{¸º1開発コスøx
úス¿を分散し1深刻z⼈材不⾜を解消しz|¹1業界全体~標準化x相互運⽤性を確保し1海外~巨⼤プùóøフ¹ーム{対抗

w}»強固z基盤を築�こx|w}~す2

開発コストとúス¿の分散

SDxプùóøフ¹ーム~開発{�1莫⼤z投資を⾏い~す2サービス指向
²ーキö¿チャ(SOA)1ºープンAPI1統合ôーûチ·ーン1CI/CDñ´プ
ù´ン1⽣成AI活⽤基盤1CPS環境1OTA機能zy1多岐{わ�»技術要
素を統合し~す2

⼈材確保の困難さの解決

組込�ソフø¶·²~知識�けwz�1¿ù¶ù技術1DevOps1サ´ð
ーセキュúö³1AI/ML1÷ータ分析zy1幅広い専⾨性を持t⼈材~確
保を実現し~す2複数~企業|協⼒す»こxw1多様z専⾨性を結集し~

す2

標準化と相互運⽤性の確保

各社|独⾃~プùóøフ¹ームを開発す»x1業界全体w互換性~zい複

数~プùóøフ¹ーム|乱⽴す»こxを防~~す2共通プùóøフ¹ーム

{¸º1サプù´チ·ーン全体w~効率を向上させ~す2

Àローバû競争への対抗

海外w�1AWSやAzure1Googlezy~¿ù¶ùプùóøフ¹ーム1あ
»い�TeslaやApple~¸うz企業|1巨額~投資{¸sv⾼度zプùóø
フ¹ームを構築しvい~す2⽇本企業|協⼒し1規模~経済を実現す»こ

xw1こ¼{対抗し~す2



プラットフォームの構成要素

共通SDxプùóøフォーĀ�1参照²ーキテ¿チă1ôーûチ·ーン1ÿùû¶·²1そしv⽣成AI活⽤基盤~4t~主要z
要素w構成さ¼1効率的z開発xÀýーðû競争⼒~向上を⽀援します2

共通úフ±üンス²ーキテクチャ

プùóøフォーĀ全体~設計思想x構造を定義します2ISO 262621IEC 
623041産業機械~安全規格xいsた1各業界~規制要件を満たすよう{
設計します2

共通ツーûチ·ーン

開発者~⽣産性を⾶躍的{向上させ»統合開発環境を構築します2IDE1
CI/CDñ´プù´ン1テスøフüーĀワー¿1ĂニタúンÀôーûzyを含
めます2

汎⽤ミùû¶·²コンポーネンø

多く~²プúÁーションw共通{必要xz»機能を1再利⽤可能z形w提供

します2通信ÿùû¶·²1セキュúテ³ÿùû¶·²1OTA更新ÿùû¶
·²zyを含めます2

⽣成AI活⽤基盤
開発プýセス全体{わたsv⽣成AIを活⽤す»ため~環境を整備します2コ
ーù⽣成⽀援1テスøÁース⽣成1ùキュāンø⽣成1コーùüビュー⽀援

zyを提供します2



業界別プùットフ¹ームバú¸ーション

共通SDxプùóøフ¹ーム�1⾃動⾞1医療機器1産業機械/ýüóø~各業界に特化してカ¹タþ´ºさ¼ておº1
}¼~¼~業界固有~規制要件と技術仕様に対応し�バú¸ー·ョンを提供します2

⾃動⾞業界向け

ISO 26262(機能安全)1ISO/SAE 
21434(サ´バー»キュúö³)1
AUTOSARへ~準拠を実現します2ま�1
⾞載ネóøワーク(CAN1Ethernet1
FlexRay)~サýーø1ú²ûタ´ム性~保
証1V2X通信機能を含めます2

医療機器業界向け

IEC 62304(医療機器ソフø¶·²ù´フ
サ´クûプý»¹)1IEC 60601へ~準拠を
実現します2FDA1PMDAといっ�規制当
局へ~申請を⽀援す»⽂書⽣成機能1およ

びøüーサビúö³管理を含めます2

産業機械‧ロボット業界向け

ISO 10218(産業⽤ýüóø~安全)1IEC 
61508へ~準拠を実現します2PLCと~連
携1産業⽤ネóøワーク(EtherCAT1
PROFINET1CC-Link)~サýーø1予知保
全機能1÷¸タûô´ン連携を提供しま

す2



>⼈?から>知?へ:ナレッ¸提供型サービ¹
個別~課題解決に強�を持つSIベンダー�1共通プラッøフォーðを活⽤するñーカーに対し1そ~潜在能⼒を最⼤
限に引き出すため~専⾨知識やþウÿウを<ナüッ¸提供型サービ¹=として提供し1ビ¸ý¹ò÷ûを転換してい

き~す2



3つのステップ{よる段階的z変⾰
SIベンÀー|<úüッ¸提供型サービ¹=へxビ¸ネ¹ò÷ûを転換す»ための1効率化{¹専⾨性向上1そしvサ
ービ¹化へx続く3段階の÷ýセ¹を説明します2

¹öップ1ÿAI駆動Ā: ⽣成AI活
⽤による効率化と信頼獲得

従来の⼈⽉ò÷ûを維持しz|¹1⽣成AI
を積極的{活⽤しv開発効率を向上させま

す2AI{¸»⾃動化xコーù⽣成{¸º
<短期納品=や<品質向上=xいう明確z

ñúッøを顧客{提供し1信頼関係を構築

します2

¹öップ2ÿIP駆動Ā: 知的財産
としてのナüッ¸蓄積と専⾨性
向上

AIùúöンw効率化した時間を活⽤し1ù
ñイン特化型の÷ýン÷øùイöùúや技

術的解決パ¿ーンを知的財産xしv体系化

します2sの専⾨性{¸º⼈⽉単価の引}

上rx差別化を実現します2

¹öップ3ÿ¹øック駆動Ā: ナ
üッ¸のサービ¹化による継続
収益モ÷û

蓄積したúüッ¸を÷ùッøõォーð化

し1サö¹クú÷·ョン型のサービ¹xし

v提供します2⼈⽉{依存しzい継続的z

収益ò÷ûへx転換し1ビ¸ネ¹の⼤幅z

¹ケーû化を実現します2



ステップ1ÿAI駆動Ā:⽣成AI活⽤スキルの実践的習得
こ~段階w�1従来~⼈⽉ò÷ûを維持wつつ1⽣成AI活⽤¹キûを実践的{習得w~y2効率化{よ»短期的z収益増w�zく1実際~プý¸·クøw~試⾏錯誤を通xv将来~競
争⼒強化{投資2AI活⽤w品質向上や納期短縮を図º1顧客満⾜度~向上を⽬指w~y2

委託ビ¸ネ¹における実践

委託プý¸·クøw�1コーù⽣成1ö¹øコーù⽣成1ùキュñンø⽣成zyw⽣

成AIを積極的{活⽤w1þ¶ÿ¶を蓄積w~y2AI{よ»時間短縮分を顧客価値向上
x1⽣成AI活⽤úüッ¸~⾃社IPÿ知的財産Ā化{充v1¹öップ2へ~基盤を築き
~y2

派遣ビ¸ネ¹における実践

派遣¸ン¸ûアも派遣先w⽣成AIを活⽤w1個⼈~⽣産性を向上させ~y2習得wた
¹キûやþ¶ÿ¶�1派遣元企業~組織的z知⾒xwv体系的{蓄積y»仕組�を構

築w1úüッ¸ベー¹xwv整理w~y2

こ~段階~成功�1収益や利益率w�zく1¹キû~習得度合いx知⾒~蓄積量w評価さ¼~y2開発効率~40%以上向上1効果的zプýンプøやワークフýー~標準化1顧客満⾜度
~維持‧向上を¹öップ2へ~移⾏条件xw~y2



ステップ2ÿIP駆動Ā:⽣成AIによる付加価値の価格転換とIPの活⽤
¹テップ1w⽣成AI活⽤~¹キûを確⽴したベンダー�1こ~段階wそ~価値を適切{価格{反映させ»こx|w}ます2ベンダー|提供す»~�単z»労働時間w�zく1⽣成AIを
効果的{活⽤した⾼度z開発⼒x1体系化さ¼たIPwあ»xいう認識を顧客x共有します2

従来の労務提供モデル

⼈⽉単位w~労働時間~提供

エン¸ûア~作業時間そ~も~|価値

属⼈的z¹キû{依存

時間を{け»ほy売上|増加

新しい価値提供モデル

⽣成AI活⽤{よ»⾼度z開発⼒~提供

体系化さ¼たIPxúüッ¸~活⽤

組織xしv蓄積さ¼た知⾒~提供

短時間w⾼品質z成果物を実現



IPとしての⽣成AI活⽤ナレッジ
¹öップ2{zけ»重要z概念転換�1⽣成AI活⽤~úüッ¸を単z»社内¹キûw�zく1顧客{提供w}»IPxwv位置uけ»こxwy2こ~
IP�1¹öップ1w蓄積さ¼体系化さ¼た要素{¹構成さ¼まy2

ùメイン特化型÷ロン÷øùイöùú

特定~業界や技術領域{zいv1繰º返w有効性|確認さ¼たプ

ýンプø~パターンを1再利⽤可能z形w整理wた²~wy2y

~¸うz状況wy~プýンプøを使⽤yべ}{xいう判断基準x

x²{体系化さ¼vいまy2

技術的解決パターンの÷ータベー¹

特定~ùメイン要件{対wv1y~¸うzアーキöクチャや実装

⼿法|効果的wあsた{xいう知⾒を1構造化さ¼た÷ータベー

¹xwv整理wた²~wy2要件x解決策~対応関係|明確{記

録さ¼vいまy2

品質保証のためのチェックú¹øとガイùùイン

⽣成AI|⽣成wたコーùやùキュメンøを効率的{t確実{üビ
ューy»た±~⼿順や観点を整理wた²~wy2y~¸うz点{

注意wvüビューyべ}{1y~¸うz誤º|発⽣wやyい{x

いう知⾒|蓄積さ¼vいまy2

÷ロ¸ェクø特性に応じた⽣成AI活⽤戦略
プý¸ェクø~規模1複雑さ1ú¹クüベû1納期zy~特性{

応xv1⽣成AIをy~⼯程wy~程度活⽤yべ}{xいう戦略的
z判断基準wy2費⽤対効果を最⼤化y»た±~選択的z活⽤⽅

法|明⽂化さ¼vいまy2



¹テップ3ÿ¹トック駆動Ā:ナレッ¸のサービ¹化による
¹トックビ¸ネ¹への転換

¹テップ1や2~アプýーチw�1⼈⽉を効率化す»�けz~w1委託元{xっv²委託先{xっv²1所詮数倍{し{¹ケーûしzい~|課題wす2こ~
最終段階w�1こ¼~w{蓄積し�úüッ¸をサービ¹xしv提供し1ビ¸ネ¹を⼤幅{¹ケーûさせ~す2��し1こ~¹テップ�段階的{進±»こx

|重要wす2

社内向けúüッ¸ベー¹構築から
開始

¹テップ2w形式知化し�úüッ¸を1社内
~¸ン¸ûア|効率的{活⽤w}»·¹テム

xしv整備し~す2こ¼{よº1社内~⽣産

性向上x品質~標準化を実現し~す2

既存顧客向けクýーºùサービ¹

特定~顧客{対しv1そ~顧客~案件w蓄積

し�úüッ¸を1»¹タマイºさ¼�形w提

供し~す2例え�1特定顧客向け医療機器開

発úüッ¸ベー¹xいっ�形w1そ~顧客{

特化し�情報を⽣成AIを活⽤しv提供し~
す2

ºープンなサービ¹プラッøフ¹
ームへの展開

⼗分z実績x改善を重}�後1最終的{ºー

プンzサービ¹プラットフ¹ーム{展開し~

す2組込�ソフト¶·ア開発xいう領域~特

性を考え»x1特定~業界や技術領域{特化

し�サービ¹~⽅|現実的wす2



知~循環経済
段階的移⾏で�なく継続的循環

こ~3¹öップ戦略�1単z»段階的z移⾏w�あºませ³2むw½1フローÿ新規案件Ā1IPÿ知財化Ā1¹øックÿサービ¹化Ā
~3t~活動|継続的{循環y»モ÷ルwy2新wい案件w得た知⾒²AIwIP化w1成熟wたIP²¹øックビ¸ý¹へ転換wtt
も1常{新たzフロー案件{¹次~IP~種|⽣ま¼»2こ~循環こそ|1戦略~核⼼wy2

d新規フロー案件による知⾒獲得

新wい課題解決²通xv1最先端~知⾒やþウÿウ

²蓄積wまy2

eAIを活⽤した知⾒のIP化
獲得wた知⾒²AI{¸sv形式知xwv整備w1再
利⽤可能zIPへx昇華させまy2

f成熟IPのサービス化ÿストック化Ā
成熟wたIP~⼀部²サービ¹xwv提供w1安定的
z¹øックビ¸ý¹へx転換wまy2



第4章:
JASAの提供価値と
アクションプラン

こ¼ら~課題を解決す»ため{1JASA(⼀般社団法⼈組込�システ
ム技術協会)�1⽇本~産業界がSDx時代{対応す»ため~多様z価
値を提供し~す2



JASAの役割：変⾰の触媒として
本レポートw提⽰した課題�1個別企業|単独w解決w}»性質~�~w�あº~{³2SDxx~対応1⽣成AI~戦略的活
⽤1⼈⽉ビ¸ネ¹{¹~脱却1共通プラットフォーム~構築xいsた課題�1いz¼�業界全体w取º組�y}構造的z問

題wy2

s~¸うz状況{zいv1業界団体wあ»JASAÿ⼀般社団法⼈組込�·¹テム技術協会Ā~果たyy}役割�1s¼~w
以上{重要性²増しvい~y2JASA�単z»情報提供者や交流~場~提供者{xy~¹z1業界全体~変⾰²促進y»触
媒xしv1会員企業~実践的z取º組�²⽀え»存在xx進化y»必要|あº~y2

羅針盤機能

変⾰~⽅向性²明確{⽰し1業界~進�y}道筋

²提⽰し~y2

÷ラットõォーム機能

SDxや⽣成AIzy~実践的z取º組�²推進y»
場²提供し~y2

ハö機能

会員企業間~協業²促進し1新たz価値創造²⽀

援し~y2

s~役割²果たyた�1JASA�5t~核⼼的価値²提供y»xx�{1具体的z活動²推進y»新たz委員会組織²⽴ち上
r~y2



JASAが提供する5つの核⼼的価値
JASA�1⽇本~SDx時代へ~移⾏を包括的{サポートするため1以下~5つ~核⼼的価値を提供します2

1

課題の明確化と戦略的提⾔

経産省PIVOTやSDx分析w課題を明確化し1業界~戦略的指針を提⽰2

2

技術的解決策の提⽰

Ăðンz技術ソúュー·ョンÿºープン·¹テĀ1⽣成AIĀを提⽰し1参照²ーキテ
クñăやベ¹トプùクテ³¹を策定2

3

ビ¸ネ¹モ÷ル変⾰の⽀援

<⼈⽉ビ¸ネ¹=から<úüッ¸提供型サービ¹=へ~変⾰を1知⾒x具体的z事例

wサポート2

4

⼈材育成とコÿュニöィ形成

SDx時代~クý¹フ±ンク·ョúû‧¸ン¸û²育成x1āー»ー‧ベンðー間~º
ープンz知⾒交換コÿュûテ³を形成2

5

共通プラッøフォーĀ開発の促進

⽇本~製造業向け共通SDxプùットフ¹ーĀ開発を推進2開発コ¹ト‧ú¹クを分散し1強固z基盤を構築2



アクションプラン：新委員会の設置

前節w述yた5つ~提供価値を具体的z成果xしv実現y»た±1JASA�新た{4つ~専⾨委員会を発⾜さ{~y2s¼¹~委員会�1本üポーø
|掲r»<⼈⽉{¹~脱却=x<SDx{¸»新価値創造=1そしvJASA会員企業~持続的成⻑を実現y»た±~実⾏組織xしv機能し~y2

委員会設計の重要な原則：

ºープンw包摂的z参加体制

JASA会員企業~�z¹z1ñー»ー1ベンðー1⼤
学1国~機関zy1業界~垣根を超えた広い視Þを持

つñンバーw組織

委員会間~連携x相乗効果~創出

4つ~委員会�独⽴しv活動y»~w�zく1密接{
連携し1技術1ビ¸ネ¹ò÷û1⼈材育成xいう異z

»側⾯{¹~取º組�を統合的{進±»

段階的{つ反復的z²プýーñ

⼩規模z実証実験{¹始±1得¹¼た知⾒を²x{改

善をÝ}z|¹1徐々{規模を拡⼤

AI⽀援型開発委員会
AI技術を開発プýセ¹{統合し1効率x品質~向上を図»た±~研究‧実証を⾏
い~y2

SDxプラットフォーム委員会
⽇本~製造業全体|利⽤w}»共通SDxプラッøフ¹ーð~企画1開発1標準化
を推進し~y2

ナレッ¸サービ¹委員会

<⼈⽉ビ¸ネ¹={¹脱却し1⾼付加価値z<úüッ¸提供型サービ¹=x~転

換を⽀援y»知⾒を蓄積‧共有し~y2

企画型⼈材育成委員会

SDx時代{求±¹¼»¿ý¹フ±ン¿·ョúû‧¸ン¸û²~育成プýÀラðを
開発し1多様z⼈材~交流を促進し~y2



持続可能な共存共栄モデルへ

本üポーø�1SDxx⽣成AI~波を乗ºこzし1持続的z成⻑を実現す»�め~重要z羅針盤xなります2SDx�1
単z»技術導⼊w�zく1組織⽂化1ビ¸ネ¹モ÷û1}しv⼈材~根本的z変⾰を伴います2

JASA|中⼼xzº共通プラッøフォームを開発‧提供し1ベンダー各社�}~上w}¼~¼~強みを活{し�ナüッ
¸サービ¹を⽣成AIを活⽤しv提供します2こ~持続可能z共存共栄モ÷û{¸º1⽇本~製造業全体~SDxへ~移
⾏を強⼒{後押しします2

JASA�1こ¼¹~変⾰を推進す»中核的z存在xしv1引}続}産業界を⽀援していきます2



おわりに

現代�SDxx⽣成AI~急速z進化{よº1組込�ソフø¶·ア開発�従来~枠を超え1オープンw迅速z変⾰期を迎えvい
~す2s~技術的潮流�1ソフø¶·ア¸ン¸ニア~働}⽅や業界構造{⼤}z影響をPえ1⽇本~÷¸¿û経済~⽴�遅

¼x相~sv1今~さ{業界全体w取º組�べ}喫緊~課題xzsvい~す2

s~広範z変⾰�⼀企業�qw�対応し}¼zい��1JASA�業界全体~未来を⾒据え<JASA改⾰プý¸·クø=を⽴�
上r~し�2本üポーø�1個社~利害を超え1AI時代~組込�ソフø¶·ア業界|進�べ}⽅向性を⽰す羅針盤xz»s
xを⽬指しv作成さ¼��~wす2

本üポーøw提⾔さ¼�内容�現時点w~ベ¹øz仮説wあº1技術や市場~変化{合わせv継続的{検証し1実践しvい

くsx|O可⽋wす2<完璧z地図を待tよº1O完全w�羅針盤を持sv⼀歩を踏�出す=xいう姿勢w1⽇本~組込�技

術|持t強�をAIx組�合わせ1世界{類を⾒zい新�z価値を創造す»べく1今sそ共{⾏動を起sす時wす2

2025年11⽉
⼀般社団法⼈組込�·¹öム技術協会ÿJASAĀ副会⻑

JASA改⾰プý¸·クøúーÀー
渡辺 博之



執筆

渡辺 博之

⼀般社団法⼈組込�·¹öĀ技術協会ÿJASAĀ副会⻑ 
JASA改⾰÷ý¸·¿øúーÀー 
株式会社¸¿¹Ăー·ョン 代表取締役社⻑

横浜国⽴⼤学卒業後1āー»ー勤務を経v11996年¸º組込�分野{zq»ºö¸·¿ø指向技術~導⼊⽀援{従事2コンサû¿ンøxwvFA装置や⾃動⾞1÷¸¿û家電zy多く~分野{zいv現場⽀援や⼈材育成を
⼿掛q»22008年9⽉{ÿ株Ā¸¿¹Ăー·ョンを設⽴w現在{⾄»2並⾏wv1JASA{zq»ETýボコンやUMTP{zq»組込�Ă÷úンÀ部会を�x�xy»様々zĂ÷úンÀ推進活動を通xた1組込�½õø¶
·²業界全体~技術底上r{�従事2現在1ÿ独Ā情報処理推進機構ÿIPAĀ½õø¶·²ĂÀú´¼ー·ョン委員1ETýボコン共同企画委員⻑2

JASA改⾰プロジェクトメンバー

権藤 正樹

⼀般社団法⼈組込�·¹öĀ技術協会ÿJASAĀ理事
JASA改⾰÷ý¸·¿øサöúーÀー
´ー½û株式会社 代表取締役社⻑CEO兼CTO

1996年{eSOL⼊社2以来⾃社OS及びôーû関連~開発1そ¼¹を
⽤いた⾞載1産業機器1家電機器zy~各種»¹¿Ā÷ùóøõ¹

ーĀ開発{取組�2近年�·ンÀûコ²{¹āûーコ²~w対応w

たOSwあ»eMCOS1ùā´ン知⾒x機械学習を組合せたùù´ð
Ă÷û eBRAD1AUTOSAR Adaptive Platformß様策定²ーキö¿
ø1þûÁコ²向q²ーキö¿Áă記述ß様IEEE Std. 2804 SHIM
~WG Chair1社内~開発÷ý»¹含�技術´ンõù1÷ýÀ¿øþ
ネー¸āンøを推進12022年{専務½õø¶·²事業部⻑12025
年¸º現職2à{�組込�þûÁコ²コン½ー·²Ā副会⻑1IEC
TC91/WG13āンð1早稲⽥⼤学²ùðン¹ùþûÁコ²÷ý»óサ
研究所招聘研究員1COOLChips TPC等2

鴨林 英雄

⼀般社団法⼈組込�·¹öĀ技術協会ÿJASAĀ理事 
株式会社DTS´ンサ´ø 代表取締役常務

横河電機·¹öĀ会社⼊社後1集中治療室監視·¹öĀ1超⾳波診

断装置~開発等{従事21990年代~半導体成⻑期{¹�1横河÷³
¸¿ûコンôュー¿{v開発⽀援ôーûx受託開発w<�~uくº

⽇本=を根底{¹⽀え1顧客~総合開発ñーøúーxwv~地位を

確⽴y»2現在1SDxx⽣成AI~潮流を捉え<⼈⽉ó¸ネ¹{¹~
脱却=を牽引2JASA ET事業本部⻑xwv製造業~競争⼒を⾼�t
t1経営者xwv⾃動⾞ÿSDVĀや医療分野w1機能安全規格{準
拠wた<開発÷ý»¹=⾃体を½úュー·ョンxwv提供2

⼭⽥ 敏⾏

⼀般社団法⼈組込�·¹öĀ技術協会ÿJASAĀ専務理事

⼤⼿鉄鋼āー»ー~研究所w電⼦機器開発{従事後11991年{横河
÷³¸¿ûコンôュー¿株式会社ÿ現‧株式会社DTS´ンサ´øĀ
{⼊社2´ンサーキóø¸ÿュüー¿を�x�xy»þ´コン開発

環境~ó¸ネ¹を担当22014年{株式会社⽇新·¹öĀº{⼊社2
¹þーø·ö³を構成y»⽣活⽀援‧交通‧建設zy1幅広い産業

分野へ~事業展開を推進2JASAw�2009年{¹<ET & IoT 
Technology / EdgeTech+展⽰会=~実⾏委員⻑1»ンõ±üン¹
委員⻑zyを歴任22025年¸º現職2


